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研究成果の概要（和文）：高校生と大学生を対象として，持続可能性（Sustainability）に関するSTEM教材を開
発した．テーマは再生可能エネルギーの利用技術と食物生産，物質循環，地球環境とし，制御技術やプログラミ
ング，統計力を培うことを目的とした．また，諸外国でのアンケート調査を参考にして，持続可能性に関するア
ンケート調査を行った．持続可能性に関する認知度は，あまり高くないことがわかった．また，高校生と大学生
では，持続可能性に対する認識と意識に違いのあることがわかった．

研究成果の概要（英文）：We developed STEM teaching materials on sustainability for high school 
students and university students. The themes are renewable energy, food production, cycles of 
matter, global environment.  The objectives are to acquire skills in science, engineering, 
technology, and statistics.  Also, based on the questionnaire surveys in other countries, we 
conducted a questionnaire survey on sustainability.  It was found that awareness of sustainability 
was not very high.  In addition, it was found that there is a difference in perception of 
sustainability between high school students and university students.

研究分野： 大気科学と科学教育

キーワード： 持続可能性　SDGs　STEM　地球環境　気候変動　教材開発

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高校生と大学生の持続可能性に対する認識調査に関する知見が得られたことで，持続可能性に関する組織として
の取り組みや指導者研修，継続な学びの必要性など，持続可能性の理解を増進させるための方向性を見極めるこ
とができた．また，本研究で開発したSTEM教材の普及を図ることで，持続可能な社会の構築に貢献できることが
確認できた．










